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内容は，第 1 部「構造の輪郭J (1述語文の輪郭J 1独立語文の輪郭J 1従属句の構造と種類J 1名詞句の構造と種類」の
諸章から成る)と第2部「構造の諸相J (1描叙段階を中心としてJ 1判断段階を中心としてJ 1提出段階から表出段階へ」



































第 2部「構造の諸相」は，第 1 部で述べた構造上の 4つの段階の区別に対応させ，それぞれの内容・意味の面につい
ての考察を展開している。第 l部で分析の重点が置かれたのは，どちらかというと，構造中の要素・成分間のsyntagmatic






































本論文の記述を補うものということができる。すなわち， I質問文の構造j ， I語棄の意味j ， I現代敬語の意味構造j ， I一
つの言語モデルー仮説と疑問一 j ， I言語表現における『空間的構造』と『時間的構造Jj ， I理解のモテソレについてのお
ぼえがき」が，それである。
論文審査の結果の要旨












さまざまな言語の文構造の分析・記述に適用可能なものである。事実， Foley and Van Valin “Functional Syn tax 



























美『視点と主観性一日英語助動詞の分析-~ (1 993) なども，その具体的な一つの現れである。
以上，本論文『現代日本語文法の輪郭J は，階層構造の観点からの分折・記述が日本語の文構造の分析・記述にとっ
て極めて有効であることを実証し，また，この観点が，言語の表現・理解の構造の巨視的説明にとっても有用であるこ
とを示している。
ただ，本論文には，分析・記述において，その詳しさが一様でないところが存する。十分論が展開され，詳細に分析・
記述が行われているところも多いが，未だ問題提起に止どまっている感のするところもある。ただ，こういったことも，
現代日本語文法全体に対する一貫性のある方法による分析・記述を目指す研究としては，避けがたい宿命的なものであ
る。文法全体の分析・記述など，当然一人の人間のよくなしうることではない。
しかし上述のような点は，本論文全体の価値を損なうものではない。本論文に集約された論者の文構造に対する考
え方が， 1960年代後半から現在にいたるまで，日本語文法研究の進展に果たし続けた役割・影響の大きさには，計り知
れないものがある。本審査委員会は，本論文を博士(文学)の学位に十分ふさわしい価値を有するものと認定する。
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